
令和 6年第 8回 須崎市教育委員会議事録 

 

１．日  時；令和 6年 7月 26日（金）午後１時 29分から午後 2時 57分まで 

２．場  所；須崎市総合保健福祉センター 2階 会議室 1 

３．出席者等；教育長：竹内 新 

委 員：松浦 啓人、岡田 和美、德久 和宏、尾崎 惠子 

       事務局：教育次長        西村 浩司 

生涯学習課長      福本 博一 

 子ども・子育て支援課長 市川 ゆかり 

学校教育課長      中西 司 

学校教育課長補佐    松本 佐和 

指導主事        國澤 友美、角 彩乃 

１ 開会  

 

２ 議事録の承認、署名 

各委員に対して、配付議事録（案）を確認後に、署名を依頼する。 

 

３ 行政報告（教育長から報告） 

【高知市の学校プール死亡事故について】 

・高知市の学校プールで起きた小学生死亡事故について、すでにご承知のことと思うが、

大変痛ましい。 

・事故発生後に県から来た通知では、「特に小学校においては、水に十分に慣れていない

児童もいることから、安全に授業が行われるよう、プール全体を見渡すことができる

監視者の配置や泳ぎの苦手な児童に対する安全確認等、十分な監視及び指導体制の確

保と緊急時の備えを徹底する」ことが指示されている。 

・７月 9日の校長会において、私からもその通知をもって注意喚起を行った。 

・併せて、市内の公立小中学校に対して、安全点検を行い、その報告を指示している。 

・19 日には終業式があり、夏休みを迎えた。本市では休み中のプール開放はすでにあま

り行なわれていないが、海や川での水の事故を防ぐ観点からも、児童生徒にしっかり

伝えてほしいと各学校にお願いした。 

 

【全国学力学習状況調査について】 

・全国学力学習状況調査の全国比、県内比の提供があり、改めて本市の学力の現状を認

識した。 

・現在、本市では非認知能力の大切さを意識した施策を行っているが、認知能力すなわ

ち学力面での対応も必要ではないかと強く感じた。 

・４月の着任時あいさつで話したように読解力、説明を読んで理解する力に焦点を当て

た取り組みが何か必要ではないかと思っている。 

・市教委事務局内で、危機感を共有して考えていく。 



【子ども議会について】 

・7月 23日に、市内の公立中学校５校と、須崎総合高校の各校の代表の生徒が参加して、

子ども議会が開催された。 

・「須崎市の現状や課題を身近に感じ、考えていることを市長に直に伝える機会を設けて

ほしい。」など、9つの質問があり、すべて市長から答弁を行った。 

【図書館等複合施設について】 

・7 月に入り、2 度の説明会があり、7 月 4 日には、施設ができた後の使い方について、

関心がある市民に直接意見をいただく趣旨の「市民対話」を行った。 

・7月 25日には、設計・建築を受注した事業者による市議会議員向けの説明会を行った。 

・どちらも現状で可能な説明をし、杭打ちの追加費用、駐車場の広さ等様々な意見があ

った。 

・今後、出された意見に対して変更するべきものはしていこうと考えている。 

 

４ 議事 

議案第 36号 須崎市教育支援センター設置規則の一部を改正する規則について 可決 

議案第 37号 須崎市立学校における学校運営協議会委員の委嘱について 同意 

議案第 38号 中学校教科用図書採択について 

（地方教育行政の組織及び運営に関する法律により秘密会とする） 

可決 

 

国語  光村図書（光村） 

書写  光村図書（光村） 

社会 

（地理的分野） 帝国書院（帝国） 

（歴史的分野） 日本文教出版（日文） 

（公民的分野） 日本文教出版（日文） 

地図  帝国書院（帝国） 

数学  日本文教出版（日文） 

理科  東京書籍（東書） 

音楽    

（一般）  教育芸術社（教芸） 

（器楽合奏）教育芸術社（教芸） 

美術    光村図書（光村） 

保健体育  Gakken（学研） 

技術家庭  

（技術分野）東京書籍（東書） 

（家庭分野）開隆堂出版（開隆堂） 

英語    光村図書（光村） 

道徳    日本文教出版（日文） 

 

※採択にあたっては、この後の高岡地区教科用図書採択協議会の選定結果を受け、教育委

員会で決定することとなっています。 

 

【質疑】 

 なし 

５ その他 

 【子ども・子育て支援課より制度変更について】 

 ・児童手当の制度の改正があり、令和 6年 10月に資格がある方から条件が変更となる。 

 ・支給対象の年齢の拡大、受給者の所得制限の撤廃、多子加算のカウントについてその

対象年齢の変更があり、新たに申請が必要な方が出てくるため、対象になる方につい



ては案内の準備をしている。 

 ・「子育て医療応援事業」について、本市では現在中学校 3年生までの児童生徒を対象に

保険医療の自己負担額の全額助成を行っているが、10月 1日から 18歳に達する日以後

の最初の 3月 31日までの期間医療費の全額助成を行う。 

 ・これについても申請案内を送るよう現在準備を進めている。 

 【質疑】 

（尾崎委員）医療費が高校卒業するまで無料となるということか。 

（市川課長）そうです。ただ、18歳としているため、学生でなくとも 18歳の誕生日を

迎えた年度末までは対象となる。 

 

６ 閉会 

   次回の定例委員会を令和 6 年 8 月 23 日（金）午後 1 時 30 分から開催することを確

認し、閉会となる。 

 


